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夏を彩る
トマト



特集

夏を彩る
トマト

トマト農家のお2人にお話をききましたトマト農家のお2人にお話をききました

少しずつパイプハ
ウスのまわりの雪
どけが進んできま
した

トマト農家で協力
しあいパイプハウ
スにナイロンをか
けます

土づくりをお
えて、トマト
の苗を植えて
いきます

わき芽かきや
誘引などの管
理をします

黄色の花が
咲きます

緑の実がなり、
少しずつトマト
が大きくなりま
す

トマトの収穫
の時期がやっ
てきました

そろそろトマ
トも終わりの
時期になりま
した

トマトを片付け、土
をおこし、パイプハ
ウスのナイロンをは
ずします

雪が降るとパイプハウスが壊
れないように、雪下ろしをし
ます

トマトが成長しや
すい環境を整えな
がら、収穫をしま
す

たくさんのトマトがなり
始め、収穫最盛期をむか
えます
これを「爆発」と呼ぶ農
家の方もいます

秋になり、トマトはさら
に甘みを増します
寒暖差があるとトマトは
おいしくなるそうです

2 月 1 月 12 月 11 月 10 月 8 月9 月 7 月 6 月 5 月 4 月 3 月

ト
マ
ト
の
１
年
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青
々
と
し
た
空
を
見
上
げ
る
と
、

入
道
雲
。
ミ
ー
ン
ミ
ー
ン
と
蝉
の

声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
今
年
も
暑

い
夏
が
や
っ
て
き
た
。
今
や
大
蔵

村
の
夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
ト

マ
ト
が
真
っ
赤
に
色
づ
く
季
節
だ
。

今
月
は
、
大
蔵
村
を
代
表
す
る
農

作
物
の
ト
マ
ト
を
追
っ
た
。

　
ト
マ
ト
は
、
南
ア
メ
リ
カ
の
ア

ン
デ
ス
山
脈
高
地
原
産
の
ナ
ス
科

の
植
物
。
世
界
に
は
約
８
０
０
０

種
類
以
上
も
の
ト
マ
ト
が
存
在
し
、

日
本
で
も
１
９
０
種
類
を
超
え
る

ト
マ
ト
の
品
種
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
大
蔵
村
で
盛
ん
に
ト
マ
ト
が

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
の
後
半
頃
。
始
め
の
頃
は
、

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
使
わ
な
い
露
地

栽
培
で
、
加
工
用
の
ト
マ
ト
を
生

産
し
て
い
た
。
平
成
に
入
る
と
生

食
用
の
ト
マ
ト
に
転
換
し
、
安
定

し
た
収
量
が
確
保
で
き
る
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
が
一
般
的
と
な

っ
た
。
大
蔵
村
の
ト
マ
ト
は
夏
秋

ト
マ
ト
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
名
の

と
お
り
、
夏
か
ら
秋
、
６
月
下
旬

か
ら
11
月
上
旬
ま
で
の
約
４
か
月

半
ト
マ
ト
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ト
マ
ト
を
生
産
す
る
農
家
は

徐
々
に
増
え
始
め
、
今
で
は
50
以

上
の
農
家
で
栽
培
さ
れ
、
ト
マ
ト

ハ
ウ
ス
は
３
６
０
棟
を
超
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
大
蔵
村
は
県
内

で
も
有
数
の
ト
マ
ト
の
産
地
で
あ

り
、
近
年
で
は
県
内
１
位
の
生
産

量
と
な
っ
て
い
る
。

　

真
っ
赤
な
ト
マ
ト
は
そ
の
栄

養
素
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。「A 

tom
ato a day keeps the 

doctor aw
ay.

」
こ
れ
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
こ
と
わ
ざ
で
、「
ト
マ

ト
が
赤
く
な
る
と
医
者
が
青
く
な

る
」
と
日
本
語
に
意
訳
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
わ
ざ
が
で
き
る

ぐ
ら
い
、
ト
マ
ト
の
栄
養
は
豊
富

だ
。
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
リ
ウ
ム
、
食
物

繊
維
な
ど
が
含
ま
れ
、
さ
ら
に
近

ご
ろ
は
赤
い
色
素
の
リ
コ
ピ
ン
に

も
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　建設業の会社をやめてトマト農家
に。トマト農家を始めて今年で3年
をむかえる。早坂勇さん（白須賀）
のもとで1年間トマト栽培のいろは
を学んだ。今年から4棟増やし、10
棟（約32a）のパイプハウスで、長
瀬さんと奥さんの2人で大玉トマト
を栽培している。

上竹野　長瀬 剛 さん（30歳）

　ミニトマトを始めたのは平成のは
じめ頃。それまではニラやピーマン
などを生産していたが、安定した農
業経営を目指し、ミニトマトに転換。
農業一筋で家庭を支える。現在は、
柿崎さんと奥さんと娘さんの3人で
9棟（約32a）のパイプハウスでミ
ニトマトを栽培している。

熊高　柿崎 久好 さん（66歳）
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会社をやめ、農業の道へ
　建設業の仕事をやめてトマト農家をはじ
めた長瀬剛さん。色々な農作物がある中で、
トマトを選んだ理由を尋ねると、「一番身
近にあったのがトマトだった」と話してく
れた。農業をはじめたのも、一生の仕事に
できる何かを自分でやりたかったという理
由から。しかし、妻のあゆみさんや家族、
親戚に伝えると反対されたそう。それは農
業の厳しさを知っているからこそのことだ
ったという。

トマトは生活の一部
　平成27年の春からトマト栽培を始め、5
月の初旬には、家族・親戚総出でトマトの
苗の定植をした。会社勤めをしていたあゆ
みさんも会社をやめ、6月からは剛さんと
一緒にトマト栽培を始めた。10棟のハウ
スの栽培管理から収穫までを2人でこなす。
トマト栽培を続けることができるのは、あ
ゆみさんがいてくれるから。妻の存在は大
きいと剛さんは話す。
　妻のあゆみさんは、「1日を終えて家に
帰ると、『疲れたでしょ？』と長男が労って
くれることがある。子どもはちゃんと見て
いる。子どもにとってもトマトは生活の
一部になっている」と話してくれた。夕方、
家に帰ってきた長男の凜

り

琥
く

くんと次男の羽
は

琥
く

くんがむかうのは、トマトハウス。赤く
実った大きなトマトを夢中で頬張る。これ
が長瀬家の日常の姿だという。

今はまだ見えていないトマトのために
　トマト栽培はゼロからのスタートだった。
今は、トマトで家庭を守る。栽培を始める
1年前には、早坂勇さん（白須賀）のもとで
トマトの栽培を学んだ。「トマト栽培は推
理ゲームだ。先々のことを考えることが大
事。そして何よりも自分にあったやり方を
見つけること」と早坂さんは繰り返し話し
ていたそうだ。剛さんはその教えをもとに
これから実るであろう、まだ見ぬトマトの
ことを考え、日々栽培に励む。就農3年目
をむかえ、剛さんは「経験を増やすことが
大切。やらなくてはいけないことを日々コ
ツコツとこなすこと、そして暑さと戦う体
力が必要」と話してくれた。夫婦二人三脚
でのトマト栽培はこの夏も続いていく。

大変だと思うことは何もない
　ミニトマトを栽培している柿崎久好さん。
芽かきや誘引などの管理を主に久好さんが
担当し、ミニトマトの収穫は奥さんと娘さ
んが担当している。
　久好さんにミニトマトの栽培で大変だと
思うことを尋ねると「大変だと思うことは
何もない」と答えてくれた。さらに「自分の
腕次第でトマトは良い方にも悪い方にもむ
かう。自分のやり方に全てがかかっている」
と真剣なまなざしでミニトマトを見つめる。
久好さんにとってのミニトマト栽培は、家
庭を守り、生活を守ること。だからこそ、
失敗は許されず、毎年毎年が真剣勝負と話
す。

家族3人でのミニトマト栽培
　夏本番をむかえ、最高気温が30℃を超
える日も多くなった。暑い中での農作業は
さぞかし大変だろうと収穫を担当する奥さ
んの多

た

津
ず

子
こ

さんに聞くと「毎日の習慣なの
であまり苦にならない。一度ハウスに入っ
てしまえば、いつもの作業」と話してくれた。
　近年、大蔵村では園芸作物を栽培する農
家の増加とともに、新規就農者も増えてい
る。今年、新規就農者としてデビューした
佐藤和男さん（白須賀）は昨年1年間、久好
さんのもとでミニトマトの研修を行ってい
る。佐藤さんは久好さんを「親方」と慕う。

「実際自分で栽培すると難しいと感じる部
分もあるが、親方や仲間からの助言がある
からこそ栽培ができている」と佐藤さんは
話してくれた。

ミニトマトからの恩返し
　「栽培していくと、必ず弱い気持ちが出
てくる。どうして生育が上手くいかなかっ
たのかと後悔をすることもある。上手くい
かないことがあっても負けてはいけない。
観察力とその後の管理。手を加えれば加え
ただけ報いがあり、ミニトマトからの恩返
しが必ずある」という久好さんの言葉が印
象的だった。長年の経験がある久好さんも、
１年１年が真剣勝負なのである。ミニトマ
トに対する想い、そして農業に対するひた
むきな姿勢、農業を営む仲間の存在の大き
さを久好さんを通じて垣間見ることができ
た。

1	大玉トマトの黄色い花。
この後実をつける。

2	収穫時期を迎えたトマト。
青みが残った状態で収穫
をする。

3	栽培管理をする剛さん。
4	トマトハウスの前で（長

瀬剛さん、あゆみさん、
長男の凜

り
琥
く

くん、次男の
羽
は

琥
く

くん）
5	ハウスの中で収穫作業を

する剛さんとあゆみさん。

1	赤く色づくミニトマト
2	ミニトマトはミツバチを

使って交配している。
3	管理の作業をしている久

好さん。この作業は誘引
と呼ばれるもの。

4	佐藤さんのハウスを訪れ
た時の様子。右から久好
さん、佐藤和男さん、佐
藤明美さん

5	柿崎さんのハウスでミニ
トマトを収穫する奥さん
の多津子さん。

22 11

33

44

55
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佐藤 てい子
（主任児童委員）

　

民
生
委
員
制
度
の
始
ま
り
の

済さ
い

世せ
い

顧こ

問も
ん

制
度
が
大
正
６
年
に

岡
山
県
で
創
設
さ
れ
て
か
ら

１
０
０
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
を
今
年
む
か
え
ま
し
た
。

人
々
の
防ぼ

う

貧ひ
ん

を
め
ざ
す
こ
と
に

始
ま
り
、
翌
年
大
阪
府
で
創
設
さ

れ
た
方ほ

う

面め
ん

委
員
制
度
が
全
国
に
広
が

り
、
戦
後
民
生
委
員
制
度
と
改
め
ら
れ

現
在
に
至
り
ま
す
。
こ
の
間
、
日
本
の

社
会
は
大
き
く
変
化
し
、
人
々
が
直
面

す
る
生
活
課
題
も
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
無
報
酬
の
奉

仕
者
で
あ
る
民
生
児
童
委
員
は
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
の
本
質
は
、「
良
き

隣
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
同
じ
地

域
に
住
む
者
と
し
て
、
住
民
に
寄
り
添

い
、
住
民
と
同
じ
目
線
で
い
る
か
ら
こ

そ
、
人
々
に
信
頼
さ
れ
地
域
に
安
心
感

を
与
え
る
存
在
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

時
代
と
と
も
に
社
会
福
祉
の
制
度
は

充
実
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
支
援
を
求

め
る
人
は
今
も
多
く
い
ま
す
。
自
ら
の

地
域
を
歩
き
、
訪
問
活
動
を
基
本
に
し

て
い
る
民
生
児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
が

い
た
か
ら
こ
そ
、
困
っ
て
い
る
人
に
寄

り
添
い
、
公
的
な
福
祉
制
度
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
た
と
も
い
え
ま
す
。
生
活

を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
て
も
そ

れ
を
知
ら
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
民
生
児
童
委
員
は
地
域
と
行
政
の

「
つ
な
ぎ
役
」
で
も
あ
り
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
お
仕
事

　
民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の
担
い

手
と
し
て
、
住
民
の
個
々
の
相
談
に
応
じ
、

そ
の
生
活
課
題
の
解
決
に
あ
た
る
と
と
も

に
、
地
域
全
体
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
、
相
手
の
立
場
に
な
り
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
の
る
こ
と
、
社
会
福
祉

の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
的
確

に
提
供
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。
民
生
委
員
は
、
民
生
委

員
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
子
育
て

の
不
安
や
妊
娠
中
の
心
配
ご
と
な
ど
の
相

談
・
支
援
等
も
行
う
た
め
、
児
童
委
員
も

兼
ね
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
蔵
村
民
生
児
童
委
員
の
活
動

◦
地
域
の
見
守
り
活
動

◦
相
談
業
務

◦
保
育
所
訪
問

◦
主
任
児
童
委
員
に
よ
る
一
日
保
育
士

◦
学
校
訪
問

◦
わ
い
わ
い
ひ
ろ
ば

　
／
セ
ミ
ナ
ー
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◦
や
ま
ど
り
の
会
（
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
の
集
い
）
を
開
催
し
、
健
康
増
進
運

動
や
制
作
な
ど
を
行
う

◦
福
祉
サ
ロ
ン
研
修
会

◦
翠
明
荘
へ
の
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◀7/4（火）大蔵村保育所を訪問しました

　保育所内をまわり、保育の様子を見学しまし
た。七夕の数日前だったので、子どもたちはお
願いごとを書いた短冊を笹竹にかざっていまし
た。その後、民生児童委員の皆さんはタオルを
三つ折にし、ミシンで縫って台ふきんをつくる
グループと入園式や卒園式などの行事で使用す
る紙のお花づくりをするグループに分かれ作業
をしました。

会長  門脇 邦義さん

　大分県と滋賀県、秋田県の民生児童委員の活動発表
をききました。地域が異なっていても、民生児童委員
の活動は同じで、抱えている課題も似ていました。民
生委員の成り手不足という話もありましたが、大蔵村
でも今後、民生児童委員の成り手不足が起きる可能性
はあると思います。
　民生児童委員は大変なこともありますが、人のため
にという気持ち、そして誰かの役に立ちたいという思
いが常にあります。これからも地域の身近な存在であ
り続けたいと思います。

副会長  早坂 富士子さん

　民生児童委員として、100周年の節目に出会えたこと
に喜びを感じます。将来の担い手を育てるために、小
学生や高校生を巻き込んで活動している大分県宇佐市
の発表が特に印象に残っています。
　私は、地域の皆さんに恩返しをしたいとの想いから
民生児童委員になりました。高齢社会で民生児童委員
の活動の必要性は高まってくると思います。人は一人
では生きていくことはできません。手と手をつないで
生きているということを改めて実感しました。地域の
人と手と手をつなぐように、今後も活動していきます。

民生委員制度創設100周年記念 全国民生委員児童委員大会
・・・・・・参加したお2人からお話を聞きました・・・・・・

支えあう　住みよい社会　地域から

後藤 昌宏
（主任児童委員）

八鍬 恵子
（赤松・通り）

八鍬 市子
（烏川）

芦原 一子
（藤田沢・桂）

信田 良子
（合海）

長南 泰久
（清水1・2・3）

佐藤 えつ子
（比良稲沢・作の巻）

今野 邦代
（白須賀）

熊沢 健
（熊高・上竹野）

秋葉 登美夫
（塩・升玉・柳渕）

須藤 敏彦
（沼の台・平林）

八鍬 雪子
（肘折・金山・鍵金野）

早坂 富士子
（大坪）

門脇 邦義
（豊牧・滝の沢）

わ
た
し
た
ち
が

大
蔵
村
の

民
生
児
童
委
員
で
す

民生委員制度が創設100周年をむかえました

※（　）は担当地区
　等を記載
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─ 団体の部 ─
優　勝　第３分団第１部第４班（烏川）
　　　　八鍬裕児、八鍬　仁、斉藤美弥、
　　　　富樫　司、斉藤敏幸
準優勝　第２分団第１部第１班（白須賀）
　　　　早坂直彦、早坂和洋、早坂勇輝、
　　　　大竹弘也、加藤　薫
第３位　第１分団第１部第１班（清水）
　　　　早坂光政、早坂憲浩、越後洋祐、
　　　　小屋圭一郎、矢作博章
─ 個人の部 ─
該当なし

第39回山形県消防操法最上支部大会　7/30（日）
　村消防操法大会で優勝しました第３分団第１部
第４班（烏川）の皆さんが支部大会に出場し、見
事３位入賞を果たしました。また、２番員の斉藤
美弥さんが優秀賞を受賞しました。誠におめでと
うございます。
指揮者の八鍬裕児さんからコメント
　支部大会で３位入賞できたのは、練習から本番
まで全員が一丸となってやった結果だと思います。

７月2日（日）、大蔵中学校グラウンドで大蔵村消防団操法大会が開催されました。
この大会は、消防団が小型ポンプを使用した消火活動の基本動作の俊敏性と正確性を競い、消防団員の消防
技術の向上と士気高揚を図り、消防活動の充実のため毎年開催されています。

 農業委員会の役割が強化 
　これまでの農地の権利異動や農地転用の許認可といった業務に加
え、今回の法改正により「農地等の利用の最適化の推進」が農業委員
会の最も重要な業務として位置づけられました。

 農地の利用の最適化の推進の三本柱 
① 担い手への集積・集約化
② 遊休農地の発生防止・解消
③ 新規参入の促進

 農地利用最適化推進委員が新設 
　担当区域における農地等の利用の最適化の推進のため、農地等の
利用の最適化の推進に熱意と識見を有する方に、農業委員会が農地
利用最適化推進委員を委嘱しました。

 推進委員のお仕事 
① 人・農地プランなど、地域の農業者等の話し合いを推進
② 農地の出し手・受け手へのアプローチを行い、農地利用の集積・

集約化を推進
③ 遊休農地の発生防止・解消を推進

�問合せ �　役場産業振興課農地係　☎75-2105（内線233）

＜任期＞
平成29年7月20日から平成32年
7月19日までの3年間

＜農業委員会＞
◦会　長　国分　明　 （上竹野）
◦委　員　三條　清美（白須賀）
◦委　員　佐藤　勝　 （滝の沢）
◦委　員　斉藤　徳美（合海）
◦委　員　鈴木　利夫（藤田沢）
◦委　員　佐藤　昌子（清水）
◦会長代理　八鍬　信一（赤松）

＜農地利用最適化推進委員＞
◦合海地区担当
　伊藤　貴之　 （合海）
◦白須賀地区担当
　八鍬　富美子（作の巻）
◦赤松地区担当
　矢口　千代志（熊高）
◦南山地区担当
　中島　俊一　 （沼の台）

夏の始まりをつげる熱い戦い

大蔵村消防団操法大会

新体制
スタート

新しい農業委員と農地利用最適化推進委員のみなさんです
　農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）の一部改正により、
これまでの選挙制及び関係機関からの推薦による委員選出から、村長が議
会の同意を得る任命制に変更されました。これにより、7名を任命し6月
議会にて同意されました。
　また、新制度により農地利用最適化推進委員を新設し、農業委員会から
4名が委嘱されました。新体制となりましたので、業務とあわせ紹介します。
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第2回大蔵村
公式ワナゲ交流大会

おおくら少女バレーボールスポ少
ボランティアごみ拾い

高校生が大蔵村の農業を体験お湯のめぐみに感謝

　７月４日（火）～７日（金）の４日間、新庄神室産業高
校の生徒４人が、村内の農業を体験するインターン
シップを行いました。大玉トマト生産者の三條清美
さん（白須賀）とピーマン生産者の佐藤勝さん（滝
の沢）が高校生の指導者となりました。ピーマン栽
培を始めて30年になる佐藤さんは「高校生には農作
業が上手にできることよりも、まずは植物に対する
気持ちや接し方を伝えたい」と思いを語ってくれま
した。

　７月14日（金）、肘折温泉で開湯祭が開催されまし
た。肘折温泉開湯の日は大同2年（西暦807年）旧暦の
７月14日とされており、今年で開湯1210年をむかえ
ました。行者姿で「男地蔵」「女地蔵」を担いで温泉
街を練り歩き、沿道の人たちが無病息災を願いお地
蔵様に柄

ひ

杓
しゃく

で温泉の湯を掛けていました。大蔵小学
校の１年生の児童や肘折保育所の園児、観光客の皆
さんも一人ひとり願いを込め、「数珠まわし」にも参
加していました。

　７月12日（水）、大蔵村中央公民館で第２回公式ワ
ナゲ交流大会が開催されました。団体戦と個人戦が
行われ、団体戦には老人クラブ対抗で18チームが出
場しました。参加者からは「なかなか輪が入ってく
れない。難しい。でも楽しくいい運動になった」と
の感想が聞かれました。団体戦は豊牧りんどうクラ
ブが優勝し、個人戦では信田清子さん（合海）が第1
位に輝きました。久しぶりに顔を合わせる皆さんと
会話もはずみ、笑顔あふれる交流大会となりました。

　７月16日（日）、おおくら少女バレーボールスポー
ツ少年団によるボランティアごみ拾いが行われまし
た。地域貢献のために、今年初めて実施されたもの
で、清水・合海地区内の約３㎞の主要道路周辺で３
袋分ものごみが集められました。空き缶やペットボ
トルやたばこの吸い殻などのごみが多く大変でした
が、参加した加藤せりさん（比良稲沢）は、「みんな
で協力してごみを拾うことができました」と清々し
く話してくれました。ありがとうございました。

犯罪や非行を防止し
立ち直りを支える地域のチカラ

明るいやまがた
夏の安全県民運動

昔ながらの食文化を学ぼう

お猿さんがんばれー！園児が声援
～猿まわしの会の出張公演～

　６月27日(火)、大蔵村保育所で、周防猿まわしの会
による出張公演が行われました。５歳の猿の椿

つばき

くん
と環

たまき

くんによる芸の披露があり、子どもたちはたく
さんの拍手と声援を送っていました。猿は山の神様
といわれており、目にしただけでも魔がさるといわ
れ、お清めとお払いは猿の役目と言われているそう
です。また、二つの輪をくぐる芸の場面に子どもた
ちは「とぶのがすごかった！楽しかった！」ととても
喜んでいました。

　６月28日（水）～30日（金）、大蔵小学校の５年生を
対象におおくら松の実塾が行われました。２日目に
は、昔ながらの食文化を学ぶことを目的に「笹巻き
づくり」を体験しました。笹巻きは、保存食として
食べられていますが、家々で作り方が異なることも
特徴です。食生活改善推進協議会の皆さんがそれぞ
れの家庭の作り方を子どもたちに伝授しました。早
坂未紗さん（合海）は「最後に紐を結ぶところが楽
しい」と笑顔で笹巻きを作っていました。

　７月７日（金）、村保護司の大山信裕さん（比良稲
沢）、伊藤千年さん（合海）、有馬眞裕さん（清水二）、
横山芳江さん（肘折）、八鍬市子さん（烏川）の５人が
役場を訪問し、「社会を明るくする運動メッセージ」
を村と村議会に伝達しました。７月の「社会を明る
くする運動」月間に合わせ、犯罪や非行を防止する
とともに、立ち直りを支援するための啓発活動が行
われました。

　７月14日（金）、「明るいやまがた夏の安全県民運
動」の期間を前に、交通安全協会、保護司、更生保
護女性会、防犯協会、新庄警察署が合同で大蔵中学
校生徒の登校時に事故や犯罪を防止するための啓発
活動が行われました。夏は長期休暇や暑さによる気
のゆるみや疲労などから事故や非行・犯罪等も多く
なるため、青少年の健全な育成を図ろうとポケット
ティッシュを配りながら声がけを行いました。
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１年に一度のゆるキャラのおまつり「ゆるきゃらグランプリ」に
ぼく「おおくらくん」が参戦するよ！
みんな、ぼくに1日一票を投票してくれると嬉しいな♪
PCやスマートフォンから投票してね！
① ID登録　http://www.yurugp.jp/vote/method.php
② 登録したIDでログイン

http://vote-yurugp.secureserv.jp/pc/login/index
③ おおくらくんに投票　

土
砂
が
崩
れ
や
す
い
地
域

　

大
蔵
村
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湯
ノ
台
地
域
は
、
火
山
堆
積

物
で
あ
る
「
シ
ラ
ス
」
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く
積
も
っ
た

土
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融
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っ
て
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や
斜

面
の
土
砂
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崩
れ
や
す
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あ
り
ま

す
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た
土
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こ
の
よ
う
な
災
害
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防
止
す
る
対
策
の

一
つ
に
「
谷
止
工
」
が
あ
り
ま
す
。
谷
止

工
と
は
「
治
山
ダ
ム
」
と
も
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ば
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川

や
沢
に
土
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を
た
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よ
う
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設
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す
る
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で
、
崩
れ
た
土
砂
を
た
め
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と
で
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つ
の
働
き
を
発
揮
し
ま
す
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一
つ
目
は
、
水
の
勢
い
を
弱
め
る
働
き

で
す
。
川
の
流
れ
が
急
な
と
こ
ろ
で
は
、

川
底
や
川
岸
が
削
ら
れ
る
こ
と
で
山
や
斜

面
が
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れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
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谷
止
工
を
設
置
し
川
の
流
れ
を
一
度
せ
き

止
め
、
少
し
ず
つ
川
に
流
す
こ
と
で
緩
や

か
に
な
り
、
水
が
土
砂
を
運
ぶ
力
が
小
さ

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
洪
水
時
に

大
量
の
土
砂
が
一
度
に
流
れ
出
な
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よ
う

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
土
砂
災
害
を
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す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
森
林
を
復
元
す
る
働
き
で

す
。
一
つ
目
の
働
き
で
川
底
や
川
岸
が
削

ら
れ
な
く
な
り
、
谷
止
工
で
た
め
た
土
砂

が
山
や
斜
面
を
支
え
る
こ
と
で
新
た
な
土

砂
崩
壊
を
防
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
支
え
ら
れ

　

約
一
万
年
前
の
噴
火
に
よ
り
で
き
た

肘
折
カ
ル
デ
ラ
と
周
辺
に
厚
く
堆
積
し

た
「
シ
ラ
ス
層
」。
そ
の
地
層
は
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

ゆ
え
地
す
べ
り
災
害
が
頻
発
し
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
行

わ
れ
て
い
る
大
規
模
な
地
す
べ
り
防
止

事
業
に
つ
い
て
、
計
８
回
の
シ
リ
ー
ズ

で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

銅
山
川
地
区
地
す
べ
り
防
止
事
業
　
山
形
森
林
管
理
署
最
上
支
署
だ
よ
り
⑥

「
地
域
の
安
全・安
心
を
い
つ
ま
で
も
」

た
土
砂
が
増
え
る
こ
と
で
草
や
木
が
根
付

き
や
す
く
な
り
、
崩
壊
し
た
箇
所
に
も
森

林
が
戻
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
は
、
写
真
の
よ
う
な
鋼こ

う

製せ
い
わ
く
た
に
ど
め
こ
う

枠
谷
止
工（
高
さ
10
ｍ
・
幅
36
ｍ
）を
湯

ノ
台
地
区
の
西
松
沢
に
設
置
し
ま
し
た
。

鋼
製
の
枠
組
を
現
地
で
組
み
立
て
、
枠
組

の
中
に
石
を
詰
め
る
工
法
の
谷
止
工
に
よ

り
崩
壊
し
た
土
砂
を
た
め
、
山
や
斜
面
を

安
定
さ
せ
る
こ
と
で
徐
々
に
森
林
へ
と
回

復
さ
せ
ま
す
。

　

今
後
も
最
上
支
署
で
は
、
み
な
さ
ま
の

安
全
・
安
心
の
た
め
地
す
べ
り
防
止
事

業
・
治
山
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲ 西松沢 NO.5鋼製枠谷止工　設置前

▲ 西松沢NO.5鋼製枠谷止工　設置後

問
合
せ

山
形
森
林
管
理
署
最
上
支
署（
治
山
グ
ル
ー
プ
）

☎ 

〇
二
三
三

−

六
二

−

二
一
二
二

あたまにトマト、おしりに蛇口をつけて、今年も参戦するよー！

ゆるキャラグランプリ2017

ゆるキャラグランプリ

大蔵村環境衛生通信 vol.44

　

あ
し
た
は
か
ぞ
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で
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行
く
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。
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し
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い
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本
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す
。

※
中
央
公
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で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

読
み
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作
・
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こ
し
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き

「
た
い
ふ
う
が
く
る
」

大
山
真
照
さ
ん

（
沼
の
台
）

人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

　５月30日（火）、山形市のヒルズサ
ンピア山形で開催された山形県人権擁
護委員連合会総会の席上で、大山真照
さん（沼の台）に法務省人権擁護局長
感謝状が贈呈されました。大山さんは、
平成19年７月より、人権擁護委員とし
て子どもたちへの啓発活動としての人
権教室や村内イベントにおける街頭啓
発活動を始め、相談業務などにも積極
的に携われ、地域社会に根ざした人権
擁護活動が評価されました。誠におめ
でとうございます。

TOKYO
2020

その他の小型家電は？
小型家電リサイクル法
　デジタルカメラやゲーム機、時計、炊飯
器、電子レンジ、扇風機などには貴重な資
源が含まれています。この貴重な資源を
有効に活用するために「小型家電リサイ
クル法」が誕生しました。
どんな資源が含まれているの？
　小型家電には、鉄・アルミ・銅・貴金属・
レアメタルなどのリサイクル可能な貴重
な資源が含まれています。
小型家電回収が8月から始まりました

　左のQRコードまたはごみ
分別完全ガイドで品目をご確
認ください。お電話で対象品

目をご確認のうえ、役場健康福祉課まで
小型家電をお持ち込みください。

都市鉱山からつくる！
みんなのメダル　プロジェクト

 オリンピック・パラリンピックのメダルを集めよう！ 
　2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会の入
賞メダルの原料を集める「都市鉱山からつくる！みんなのメダ
ルプロジェクト」に大蔵村も参加しています。このプロジェク
トは日本全体で行われ、オリンピック・パラリンピック合わせ
て金・銀・銅の約5,000個のメダルを製作する予定です。

 史上初の取組み！リサイクル率100％を目指します！ 
　リサイクル金属をメダル製作に活用することで環境に配慮
し、日本のテクノロジー技術を駆使することで、金の精錬にお
けるリサイクル率100％を目指します。これはオリンピック・
パラリンピック史上初の取り組みです。

 不要になった携帯電話を集めています 
　大蔵村では、携帯電話とスマートフォンを集め
ています。直接役場健康福祉課窓口にお持ちいた
だき、指定回収ボックスに入れてください。
※回収品及び端末内のデータ返却はできませんの

で、ご了承ください。

�問合せ �　役場健康福祉課健康衛生係　☎75-2104（内線272）
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今
月
の
役
場
窓
口
延
長 

8
月
31
日（
木
）午
後
7
時
ま
で

今
月
の
納
税（
納
期
限
８
月
31
日
）、村
県
民
税（
第
２
期
）・
国
民
健
康
保
険
税（
第
２
期
）

※
納
期
限
ま
で
忘
れ
ず
納
税
し
ま
し
ょ
う
。口
座
振
替
の
方
は
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険証の更新をお忘れなく！

─ 70歳以上の皆さまへ ─
高額療養費の上限額が変わります

　国民健康保険証が9月1日から新しくなります。新しい保険証は
8月下旬に役場より国保世帯主あてに郵送します。9月1日を過ぎ
ても保険証が届かない場合は、住民税務課国保年金係までご連絡
ください。なお、現在ご使用の保険証の有効期限は8月31日です。
有効期限のきれた保険証は、ご自身で処分していただくか、住民税
務課窓口までお持ちください。国保税の滞納により短期の保険証や
国保資格証明書の交付を受けている方には、郵送による更新は行い
ませんので、役場担当係までお越しください。
【現在使用している保険証】　有効期限　８月31日（木）
 【新しい保険証】　有効期限　９月1日（金）から平成30年7月31日（火）
※平成30年4月からの国保制度改正に伴い、有効期限が変更になります

　全ての方が安心して医療を受けられる社会を維持するために、高
齢者と若者の世代間の公平が図られるよう、負担能力に応じたご負
担をいただく必要があります。そのため、平成29年8月から70歳
以上の皆さまの高額療養費の上限額が変わります。皆さまのご理解
をお願いいたします。
 高額療養費制度とは 
　ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超え
た場合に、上限額を超えてお支払いいただいた分を払い戻す制度で
す。上限額は、個人もしくは世帯の所得に応じて決まっています。
 70歳以上の方のひと月あたりの上限額 
　どの適用区分に該当するかは、役場窓口で限度額認定証の交付を
申請しご確認ください。

適用区分
平成29年7月まで 平成29年8月から
外来

（個人ごと）
外来+入院
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

外来+入院
（世帯ごと）

現
役
並
み

課税所得
145万円以上
の方

44,400円

80,100円＋
（医療費
−267,000円）
×1％
〈多数回44,400円〉

※2

57,600円

80,100円＋
（医療費
−267,000円）
×1％
〈多数回44,400円〉

※2

一
般
課税所得
145万円未満
の方※1

12,000円 44,400円
14,000円
年間上限
144,000円

57,600円
〈多数回44,400円〉

※2

住
民
税
非
課
税

Ⅱ住民税非課税世帯 8,000円 24,600円 8,000円 24,600円
Ⅰ住民税非課税世帯
（年金収入80
万円以下など）

8,000円 15,000円 8,000円 15,000円

※1 世帯収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合や、「旧た
だし書所得」の合計額が210万円以下の場合も含みます。

※2 過去12ヶ月以内に3回以上、上限額に達した場合は、4回目からは「多数回」該当となり、
上限額が44,000円となります。

�問合せ �  役場住民税務課国保年金係　☎75-2103 （内線263）

世帯数	 1,085戸	 （1,090戸）
　人口	 3,381人	 （3,476人）
　　男	 1,671人	 （1,710人）
　　女	 1,710人	 （1,766人）
　出生	 男 2人	 女 0人	 計 2人
　死亡	 2人	 3人	 5人
　転入	 3人	 3人	 6人
　転出	 2人	 2人	 4人

※平成29年6月末現在　（　）内は昨年同期

新
庄
市
夜
間
休
日
診
療
所

　

新
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設

☎
29−

6
3
0
0

◦
診
療
科
目　

内
科
・
小
児
科

◦
受
付
時
間

夜
間
診
療

【
月
〜
土
曜
】
18
時
30
分
〜
21
時

休
日
診
療

【
日
曜
・
祝
日
・
12
月
31
日
〜
1
月
3
日
】

　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
　
　
　
　

13
時　
　

〜
16
時
30
分

◦
問
合
せ
先

　

新
庄
市
健
康
課
健
康
推
進
室

☎
22−

2
1
1
1

I N F O R M A T I O N

平成29年度最上広域市町村圏
事務組合職員採用について

◎採用職種
　初級行政　若干名
　Ｓ62．4．2～ H12．4．1生まれ
　消防士　若干名
　Ｈ10．4．2～ H12．4．1生まれ
◎試験日
　第1次試験　10/15（日）
◎受験申込受付期間
　8/1（火）～9/6（水）
　土日祝日を除く9：00～17：00
※郵送の場合、9/6までの消印有効
※受験案内・受験申込書は最上広
域市町村圏事務組合総務課又
は消防本部総務課及び消防署
各支署で受け取ることができます。
※詳細については、最上広域市町
村圏事務組合ホームページをご
覧ください。
□問	 最上広域市町村圏事務組合
	 総務課	 222−2674

山形の家づくり利子補給制度について
　山形県では、今年度より中古住
宅購入向けの利子補給制度を行
っています。中古住宅購入をお考
えの方はぜひご検討ください。
□問	 山形県県土整備部建築住宅
課住まいづくり支援担当	

2023−630−2154

第７回最上伝承野菜フェア
◎とき　7/29（土）～8/31（木）
◎場所　最上管内の飲食店や産

直施設
◎内容　最上伝承野菜を使った

お料理やパン、お菓子、
野菜などの販売が各店
にて行われます。豪華
景品のあたるスタンプ
ラリーも開催。

□問	 最上総合支庁農業振興課
229−1316

平成29年度新庄病院健康まつり
「仁、愛、和」病院まつりでつながろう

～私たちの地域と未来～
　ちびっこドクターやナース、
模擬調剤等の体験コーナー、健
康相談室、救急車・パトカー展
示などの催し物があります。全
て無料・申込不要ですので、ご
来場お待ちしております。
◎とき　９/10（日）

10：00～13：00
◎場所　県立新庄病院
□問	 県立新庄病院総務課	222−5525
県立農林大学校「溶接技術研修」
　アーク溶接とガス溶接の技術
習得を図る研修を開催します。
◎日時　アーク溶接
　　　　9/14（木）～9/16（土）
　　　　ガス溶接
　　　　10/27（金）～10/28（土）
◎受講料　アーク溶接 12,080円

ガス溶接     9,864円
◎対象　県内在住の農業者
◎募集人数　各40名
◎申込締切　８/22（火）
◎申込方法　研修名、郵便番号、
住所、氏名、電話番号、経営内容
又は農業法人名を明記のうえ、お

申込ください。申込多数の場合は
抽選により受講者を決定します。
※詳細は、あぐりんホームページ
http://agrin.jp/をご覧ください
□申□問	 県立農林大学校研修部
　　 （緑風館）	 222−8794

♡出会い支援サービス事業♡
　山形県、35市町村、経済団体で
組織する「やまがた出会いサポー
トセンター」は、結婚を希望する独
身者を応援するため、Webを活用
し希望に合う相手を検索・閲覧、1
対1のお見合いの申し込みができ
る会員制のマッチングシステムを
運用しています。
　20歳以上でインターネット環境
（パソコンやスマートフォン）があ
る方なら、どなたでも登録いただけ
ます。出会いの機会がない」、「本
気で結婚を考えている」という方、
まずはホームページをご覧ください。
http://www.dsc-yamagata.jp/
◎登録料　10,000円
◎登録期間　3年間
□問	 出会いサポートセンター事務所

2023−615−8755

大蔵村営バス「肘折温泉-新庄線」
新庄まつり期間中の経路変更について
◎とき　8/24（木）～8/26（土）
新庄まつり期間中は、新庄市内
での運行経路が変更となり、下
記停留所を通りません。
【肘折温泉−新庄線】
新庄駅前・沖の町・南本町十字
路・清水川町・鉄砲町・金沢・上
金沢・松枝
※始発着の県立病院前と最上学
園前から肘折温泉までの停留
所は乗降できます。
□問	 役場総務課政策推進係

275−2111（内線213）

大蔵村空間放射線量測定結果
測定日：平成２9年7月14日（金）

（単位 : μ Sv/h）

測定場所 大蔵中学校グラウンド

地上高 地上50㎝ 地上1m

測定値 0.04 0.04

q測定方法：地上50㎝と1mの高さで
測定しました。

q測定機器：シンチレーション式サー
ベイメータ

放射線の測定・
検査結果を公表します
放射線の測定・

検査結果を公表します７
月
の
日
誌
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日
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２
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◦
ふ
る
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◦
第
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花
火
大
会
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大
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小
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水
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戸籍の窓
（6月16日〜7月15日届出分）

お誕生おめでとう
 地区	 　お名前	  （保護者名）
烏 川	 後藤　優

まさみち

迪くん	（ 彩 ）
肘 折	 斉藤　有

ゆう

哉
や

くん	（栄輝）
桂	 鈴木　結

ゆ

衣
い

ちゃん	（辰徳）
季の里	 門脇　実

み

生
お

くん	（ 毅 ）

お悔み申し上げます
 地区	  お名前（年齢）	 世帯主
赤 松	 八鍬エスノ（94）	泰　一
季の里	 矢口ヨシヲ（100）	八鍬信一
清水三	 安彦　洋子（74）	好　夫
大 坪	 加藤　利美（87）	強　志
季の里	 佐藤　錬一（76）	錬　一
合 海	 小野　孝治（81）	孝　治
作之巻	 安彦　恭子（67）	善　助
塩	 鈴木　繁栄（66）	繁　栄

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。担当窓口に
お申し出ください。

（	 ）
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豊
牧
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水
ト
ン
ネ
ル

毎
日
あ
つ
く
て
、

　
　
　
　
あ
つ
く
て
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も
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だ
・
・
・

チ
カ
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で
な
い
・
・
・

な
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だ
こ
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は
！
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！
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し
い
〜
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だ
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ま
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く
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つ
ら
い
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け
ち
ゃ
う

このトンネルは地すべりが
おこらないよう地下水を
排水する役割もあるんだって。 豊

牧
の
棚
田
に
行
く
途
中
に
あ
る
の
で
、

　
み
ん
な
も
涼
み
に
来
て
ね
〜

　
　
　
暑
い
け
ど
夏
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テ
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
気
を
つ
け
て
ね
♪

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！

（
季
の
里
）　
長
　
南
　
陽ひ
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ゃ
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（
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松
）　
三
　
原
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う
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ん
　
　

（
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也
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ら
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★
す
き
な
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ド
ラ
え
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ん
と
ト
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